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特  集
意見交換会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
？

◦
子
ど
も
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
町
を

さ
ら
に
良
く
し
て
い
く
役
目
だ
と
思
い

ま
す
。

通
常
の
主
な
活
動
内
容
は
？

◦
地
域
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
で
の
審

判
や
運
営
補
助
、
文
化
祭
で
の
販
売
、

春
ら
ん
ま
ん
で
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
で
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
１
泊
２
日

の
野
外
研
修
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
？

◦
人
前
で
話
す
の
は
好
き
な
の
で
、
説

得
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
。

◦
も
う
少
し
ハ
キ
ハ
キ
し
ゃ
べ
れ
て
、

話
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
な
カ
ッ
コ
い

い
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
。

◦
空
気
が
重
い
時
に
、
一
瞬
で
場
を
盛

り
上
げ
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い

で
す
。

篠
栗
町
を
も
っ
と
良
く
す
る
に
は
？

◦
公
共
の
場
が
、
お
互
い
遠
慮
し
合
わ

な
い
よ
う
に
大
人
用
、
子
ど
も
用
に
分

け
て
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

◦
天
神
で
は
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
が
落
ち
て

る
け
ど
、
篠
栗
は
そ
こ
ま
で
は
な
い
か

ら
、
も
っ
と
気
を
付
け
た
ら
も
っ
と
良

い
町
に
な
る
気
が
し
ま
す
。

◦
デ
パ
ー
ト
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

娯
楽
施
設
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
も

う
少
し
身
近
に
友
達
と
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
っ
た
ら
、
学
生
に
も
、
も
っ
と

住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◦
夏
の
公
園
は
暑
い
の
で
、
室
内
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
る
と
い
い
。

◦
子
ど
も
と
大
人
が
関
わ
る
機
会
が
あ

ま
り
な
い
の
で
、
世
代
を
超
え
て
交
流

で
き
る
場
を
つ
く
る
と
、
町
民
同
士
で

仲
良
く
な
っ
た
り
で
き
る
か
な
と
考
え

た
り
し
ま
す
。

◦
歩
道
が
な
く
て
、
白
線
の
外
側
を
歩

く
こ
と
が
多
い
の
で
、
も
う
少
し
歩
道

を
増
や
し
た
ら
安
全
な
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

◦
家
が
暑
い
の
で
、
誰
で
も
勉
強
で
き

る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
で
す
。

◦
町
民
体
育
館
の
隣
り
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
で
、
子
ど
も
た
ち
の
ボ
ー
ル
が

田
ん
ぼ
に
落
ち
て
い
る
の
を
よ
く
見
か

け
ま
し
た
。
柵
が
短
く
て
危
な
い
し
、

こ
ん
な
町
に
し
た
い
！

第25回
篠栗町子ども会

ジュニア・リーダー会
　子ども会でリーダー的役割を担い、

地域行事の運営補助やボランティア

活動を行うジュニアリーダー会の皆

さん。今回は、レクリエーションを

披露していただいたり、貴重な意見

をたくさん伺うことができました。

道
路
の
交
通
量
も
多
い
の
で
、
も
う
少

し
安
全
を
考
え
た
方
が
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

議
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

◦
議
会
っ
て
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と
関
わ

り
づ
ら
い
怖
い
人
た
ち
だ
な
っ
て
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
け
ど
、
話
し
て
み
た

ら
い
い
人
た
ち
な
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。

も
し
、
自
分
が
篠
栗
町
の
リ
ー
ダ
ー

（
町
長
）
だ
っ
た
ら
？

◦
読
書
が
好
き
な
の
で
、
図
書
館
の
本

を
増
や
し
た
い
で
す
。

◦
篠
栗
北
中
学
校
に
は
、
北
中
ボ
ッ
ク

ス
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
入
っ
た
生
徒
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の
意
見
を
生
徒
会
で
話
し
合
う
取
り
組

み
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
行
っ
て
、
町

民
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
な
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◦
交
流
が
多
い
町
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

も
明
る
く
な
り
、
よ
り
住
み
た
い
町
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
交
流
を
深

め
る
町
に
し
た
い
で
す
。

◦
動
物
が
好
き
な
の
で
、
動
物
の
保
護

セ
ン
タ
ー
と
か
、
動
物
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
た
い
で
す
。

◦
交
番
も
少
な
い
し
、
夜
も
暗
い
の
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
町
を
安
全
に
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◦
年
配
の
方
向
け
に
も
設
備
を
整
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
を
活
発
に
活
用
し

た
い
で
す
。

◦
町
長
や
議
員
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が

も
う
少
し
オ
ー
プ
ン
に
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

◦
自
分
か
ら
学
校
へ
行
き
、
子
ど
も
と

の
接
点
を
増
や
し
て
、
意
見
を
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
し
た
い

で
す
。

◦
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
も
っ
と
発
信
し
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
増
や
し
て
、
来
ら
れ

る
方
を
楽
し
ま
せ
る
町
に
し
た
い
で
す
。

◦
篠
栗
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
自
然
が
あ

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
緑
を
よ
り
増
や
せ

た
ら
と
思
い
ま
す
。

◦
糟
屋
郡
内
で
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
が
あ
る
な
ら
、
連
携
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

指
導
員
の
方
か
ら
町
や
議
会
に
求
め

る
も
の
は
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
何
も
出
来

ず
、
増
員
も
ほ
ぼ
な
い
状
態
が
続
き
、

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
今
年
、

や
っ
と
研
修
会
が
で
き
て
、
今
の
人
数

ま
で
増
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
主
だ
っ

て
指
導
を
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま

す
。

　
も
う
少
し
町
全
体
で
子
ど
も
単
位
の

交
流
が
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
あ
れ
ば
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
も
活
発
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
験
活
動
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
み
、

世
代
を
超
え
た
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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特別会計決算・公営企業会計決算
（百万円未満四捨五入　　単位：円）

会　　　計
決　　算　　額 対前年度増減

歳　入 歳　出 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27億8600万 27億8200万 2900万 800万

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 4億2700万 4億2400万 800万 600万

北地区産業団地整備事業特別会計 13億7500万 13億7500万 △13億4600万 △13億3800万

会　　　計 区　分
決算額 対前年度増減

収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 会 計
収益的収入及び支出 5億9100万 5億2800万 1200万 1700万

資本的収入及び支出 1億4300万 2億7800万 △2800万 △3000万

流域関連公共下水道事業会計
収益的収入及び支出 9億3800万 9億2900万 △4800万 △4500万

資本的収入及び支出 3億6800万 5億4700万 △1億1000万 △1億1000万

令和４年度  決算審査報告
一般会計・特別会計・公営企業会計 監査委員　石内 清之　今長谷 武和

　令和３年度各会計の歳入歳出決算書は、関係法令に準拠して作成されており、その決算計数は、
関係諸帳票及び証憑書類と合致していて、正確であることを確認した。
　また、予算の執行・収入支出事務の処理及び財産管理は、例月現金出納検査、定期監査等を通し
て監査した結果、概ね適正であった。

９月定例会 ９月５日から９月15日まで、11日間の会期で開催しました。
総務建設常任委員会、予算・決算特別委員会において、町長提出の
条例案や補正予算、決算など計13議案を審査しました。
各議案に対する賛否一覧を８ページに掲載しています。

住民税非課税世帯等に10万円を支給 ２億7010万円（民生費）

子育て世帯へ児童ひとりにつき10万円を支給� ５億6210万円（民生費）

新型コロナウイルスワクチン接種
 ２億8161万円（衛生費）

小学校水栓自動化工事
 3602万円（教育費）

庁舎1階ボイスコールシステム更新業務 1110万円（総務費）
庁舎窓口の混雑状況を町ホームページから確認が可能になりました。

窓口のスマート化
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歳 出
115億8900万
（前年度145億5900万）

議会費
9300万　0.6%

総務費
45億3700万
31.2%

民生費
37億6200万
25.8%

衛生費
12億800万
8.3%

教育費
12億3800万
8.5%

公債費
8億1300万
5.6%

諸支出金
18億5400万
12.7%

災害復旧費ほか
1200万　0.1%

商工費
1億7100万　1.2%

土木費
2億7000万　1.9%

消防費
3億9900万　2.7%

農林水産業費
2億400万
1.4%

総務費
13億9500万
12.0%

民生費
45億9400万
39.6%

衛生費
13億1900万
11.4%

教育費
9億8900万
8.5%

公債費
8億1800万
7.1%

諸支出金
13億7900万
11.9%

災害復旧費ほか
2300万　0.2%

議会費
9800万　0.8%

消防費
3億7000万　3.2%

土木費
3億800万　2.7%

商工費
1億1200万
1.0%

農林水産業費
1億8500万
1.6%

 

 

町税
32億1200万
21.1%

繰入金ほか
10億4500万
6.9%

地方交付税
22億4000万
14.7%

国・県支出金
61億600万
40.2%

町債
18億300万
11.9%

地方消費税交付金ほか
7億8500万 5.2%

町税
32億7100万
24.8%

繰入金ほか
22億2000万
16.9%

地方交付税
25億200万
19.0%

国・県支出金
38億600万
28.8%

町債
4億9400万　3.7%

地方消費税交付金ほか
8億9200万 6.8%

自主財源　41.7% 依存財源　58.3%

自主財源 28% 依存財源 72%

一般会計歳出決算

一般会計歳入決算

内円が令和２年度
外円が令和３年度

（百万円未満四捨五入  単位：円）

令和２年度決算

151億9100万

令和３年度決算

131億8500万

令和３年度 決算認定
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補�

正�

予�

算

各会計補正予算
会計別の補正予算額は下記のとおり。

一般会計の主な補正については別表１〜２のとおり。

国民健康保険特別会計については、前年度繰越金の確定等による補正、後期高齢者医療特別会計に

ついては、令和３年度の保険料・滞納繰越額の確定に伴う保険料等負担金の補正です。
（万円未満四捨五入）

会　　計 補　正　額 補正後予算額

一般会計 １１億３４５６万円 １１９億９９７３万円

国民健康保険特別会計 ４１１万円 ２７億７７３０万円

後期高齢者医療特別会計 ５０６万円 ４億５１３１万円

（表１) 歳入の主なもの

国庫支出金 １億８３３４万円

繰入金 △５億００００万円

繰越金 １４億４４７６万円

（表２) 歳出の主なもの

総務費 産業団地イベント広場整備工事負担金 ９５００万円

衛生費

オアシス篠栗トイレ改修工事費 ２９２６万円

地域再エネ導入戦略策定事業費 １３７２万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業費 ３９０２万円

教育費 学校給食費補助金 ８６９４万円

産業団地イベント広場整備

　篠栗北地区産業団地を単なる食品産業団地でなく、町と進出企業が連携を図り、内外からの来訪

者が楽しんでもらえる新たな観光スポットとなるようにイベント広場が整備されます。

Ｑ  イベント広場ではどんなことができますか？

Ａ   イベント広場に隣接する（株）やまやコミュニケーションズ本社工場内に、交流施設として、来訪
者が立ち寄れる「にぎわいの場（物産館・食堂）」を計画しています。

　   来訪者駐車場、団地進出企業や町が行うイベント会場としての利用を検討しています。

学校給食費補助金

（負担軽減対応分）
　新型コロナウイルス感染症対策に係る支援事業の一環として、子育て世代の経済的負担を軽減す

るため、小中学校の児童・生徒の学校給食費が補助されます。

（物価高騰対応分）
　新型コロナウイルス感染症対策に係る支援事業の一環として、物価高騰の影響を受ける中、栄養

バランスを保った魅力ある学校給食を提供できるよう、物価上昇による食材費の値上げに対して小

中学校に補助します。

Ｑ  補助の内容は？

Ａ   給食費は11月から５か月間、無償になります。また、食材費の高騰に対しては10月から６か月
間補助となります。

ここに注目!!
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人
　
　
事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

松
本
氏
、
村
嶋
氏
を
再
任

篠
栗
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て 

（
議
案
第
31
号
32
号
）

○
松
本
　
秀
治 

氏
（
再
任
）

○
村
嶋
　
茂
則 

氏
（
再
任
）

　
令
和
４
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
同
氏
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
た
。

　
任
期
　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

契
　
　
約

防
災
無
線
設
備
を
更
新

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
議
案
第
34
号
）

　
同
報
系
防
災
行
政
無
線
親
局
設
備
の
更
新
工
事
を
行
う

た
め
の
契
約
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
。

契
約
の
相
手
方
　
　
日
本
電
気
㈱
九
州
支
社 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
店
長
　
入
佐 

健
一

契
約
の
方
法
　
　
随
意
契
約

契

約

金

額
　
　
６
２
５
１
万
３
０
０
０
円

　
問
　
随
意
契
約
と
し
た
理
由
は
。

　
答
　 
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

わ
が
町
の
シ
ス
テ
ム
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
で
あ
る
た
め
。

委
　
員
　
会

工
事
箇
所
現
地
調
査

総
務
建
設･

文
教
厚
生
合
同
常
任
委
員
会

● 

７
月
21
日
（
木
）

　
令
和
３
年
度
に
工
事
を
完
了
し
た
現
地
を
調
査
。

第一浄水場を視察（自家用発電機更新工事）

　
篠
栗
町
の
固
定
資
産
の
評
価
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

評
価
額
に
つ
い
て
不
服
審
査
の
申
し
出
が
あ
っ
た
時
、

価
格
が
適
正
で
あ
る
か
審
査
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
っ
て
な
に
？

篠栗町役場内にある防災行政無線親局
設備（更新前）…ここから避難指示など
の情報が発信されます。
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議案番号 議　　　案　　　名 議決結果

９
月
定
例
会

31 篠栗町固定資産評価審査委員会委員の任命について 全員賛成同意

32 篠栗町固定資産評価審査委員会委員の任命について 全員賛成同意

33
職員の育児休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

全員賛成可決

34 工事請負契約の締結について 全員賛成可決

35 令和３年度篠栗町一般会計歳入歳出決算の認定について 全員賛成認定

36
令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

全員賛成認定

37
令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について

全員賛成認定

38
令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計歳入歳
出決算の認定について

全員賛成認定

39
令和３年度篠栗町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に
ついて

全員賛成認定

40
令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計剰余金の処分及
び決算の認定について

全員賛成認定

41 令和４年度篠栗町一般会計補正予算（第３号）について
賛成多数可決

（可10：否１横山）

42
令和４年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に
ついて

全員賛成可決

43
令和４年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

全員賛成可決

議 決 結 果 一 覧 表

常
任
・
議
会
運
営
委
員
長
・

副
委
員
長
研
修
会

● 

８
月
18
日
（
木
）　
福
岡
県
自
治
会
館

● 

演
題
　「 
委
員
会
の
進
め
方
と
地
方
議

会
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
」

● 

講
師
　
内
田
　
一
夫 
氏

　
午
前
は
委
員
会
の
役
割
・
運
営
の
ル
ー

ル
、
午
後
か
ら
は
議
員
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
注
意
点
な
ど
を

研
鑽
し
た
。
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１．田辺　弘之　議員………………………………………… 10

　　・子どもの弱視に関して早期発見を

２．荒牧　泰範　議員………………………………………… 11

　　・町独自の少子化対策を

３．横山　和輝　議員………………………………………… 12

　　・旧上津江村町有林の鑑定結果は

４．品川　　静　議員………………………………………… 13

　　・関係人口創出で町に継続的な“にぎわい”を

４
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政策方

針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。

　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。

　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。

議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・各

公民分館および町ホームページで閲覧できます。
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の
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
保
護
者
へ
の

啓
発
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
保
護
者
に
案
内
文
で
こ
の
時
期
の

検
査
は
、
異
常
の
早
期
発
見
に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

問　
眼
鏡
を
か
け
て
も
視
力
が
出
な
い

弱
視
等
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
屈

折
検
査
機
器
の
導
入
の
検
討
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
県
内
で
３
分
の
２
の
自
治
体
が

「
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
」
を
導
入
・

検
討
を
し
て
い
る
。
検
診
体
制
や
検

査
室
の
整
備
な
ど
も
考
慮
し
た
上

で
、
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入
に
当

た
っ
て
の
国
の
補
助
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
国
の
「
母
子
対
策
強
化
事
業
補
助

金
」で
、補
助
率
は
２
分
の
１
と
な
っ

て
い
る
。

田辺 弘之

　
メ
ガ
ネ
な
ど
を
使
っ
て
も
十
分
な

視
力
が
得
ら
れ
な
い
弱
視
の
子
ど
も

は
50
人
に
１
人
ほ
ど
で
、
目
の
機
能

が
発
達
す
る
６
歳
ご
ろ
ま
で
の
早
期

発
見
・
治
療
が
欠
か
せ
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
弱
視
の
発
見
に
は
３
歳
児
健
診
の

際
、
専
用
機
器
を
用
い
て
、
屈
折
異

常
（
ピ
ン
ト
の
ず
れ
）
な
ど
を
調
べ

る
「
屈
折
検
査
」
が
有
効
で
あ
り
、

厚
労
省
は
本
年
度
予
算
で
、
自
治
体

に
よ
る
機
器
購
入
を
補
助
す
る
事
業

を
開
始
し
た
。

　
簡
便
に
検
査
で
き
る
屈
折
検
査
機

器
（
フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
）
が
登
場

し
、
独
自
に
先
行
し
て
導
入
し
た
自

治
体
で
は
、
子
ど
も
の
弱
視
の
早
期
発

見
に
顕
著
な
効
果
を
上
げ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
ふ
ま
え
て
次
の
質
問
を
行
う
。

問　
３
歳
児
健
診
で
の
家
庭
で
行
う
視

力
検
査
の
正
確
さ
を
ど
う
考
え
る

か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
家
庭
で
簡
単
な
視
力
検
査
を
行

い
、
目
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記

入
。
家
庭
で
の
検
査
が
事
前
に
出
来

な
か
っ
た
と
き
は
、
健
診
会
場
で
２

次
検
査
を
実
施
す
る
が
、
家
庭
で
の

検
査
の
正
確
さ
に
は
課
題
が
あ
る
と

考
え
る
。

問　
目
の
病
気
や
障
が
い
等
が
発
見
さ

れ
る
時
期
が
遅
れ
る
事
で
の
子
ど
も

へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
視
機
能
は
３
歳
頃
ま
で
に
急
速
に

発
達
し
、
６
歳
か
ら
８
歳
頃
に
完
成

し
、
生
涯
の
視
力
が
決
ま
る
。
３
歳

児
健
診
に
お
い
て
見
逃
さ
れ
た
場
合

は
、
治
療
が
遅
れ
十
分
な
視
力
が
得

ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

問　
目
の
異
常
の
発
見
が
遅
れ
る
事
で

子どもの弱視に関して早期発見を
健康課長「�フォトスクリーナー導入は検討

したい」

フォトスクリーナー
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荒牧 泰範

町独自の少子化対策を

町長「出生率の向上に向け努力していく」

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
り
婚
姻
率
が
低
下
し
、
近
年
、
妊

娠
の
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
本
来
、
少
子
化
対
策
は
国
が
行
う

も
の
だ
が
、
現
在
の
施
策
で
は
と
て

も
十
分
と
は
思
え
な
い
。
ま
た
、
町

単
独
の
対
策
で
は
予
算
が
伴
わ
な

い
。

　
そ
こ
で
、
即
座
に
効
果
が
あ
ら
わ

れ
な
い
が
、
婚
姻
率
や
出
生
率
低
下

を
改
善
す
る
た
め
に
、
成
人
者
で
は

な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
ま
ず
、
包
括
的
性
教
育
を
小
学
校

か
ら
段
階
的
に
始
め
て
、
人
権
・
多

様
性
・
健
康
と
幸
福
・
性
と
生
殖
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
テ
ー
マ
の
教
育

で
、
人
生
は
自
分
の
も
の
で
あ
り
、

幸
せ
に
向
か
う
選
択
肢
を
広
げ
、
幸

福
な
家
庭
を
築
け
る
心
と
体
づ
く
り

を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
妊
娠
時
に
は
、
妊
婦
健
診
で
母
子

の
健
康
を
維
持
し
、
出
産
後
は
、
近

年
増
加
す
る
産
婦
自
死
や
乳
幼
児
虐

待
防
止
に
、
新
た
に
産
婦
健
診
や
母

児
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
等
の
制

度
を
充
実
し
、
産
み
育
て
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
で
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
べ
き
で
は
。

答
【
町
長
】

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
国
が
行
う
べ

き
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
あ
る
中

で
、
出
生
率
を
上
げ
る
こ
と
が
、
少

子
化
を
食
い
止
め
る
手
だ
て
で
あ
る

と
考
え
る
。
関
係
課
と
し
っ
か
り
対

応
し
な
が
ら
、
出
生
率
の
向
上
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

答
【
教
育
長
】

　
２
０
０
９
年
に
ユ
ネ
ス
コ
が
中
心

で
包
括
的
性
教
育
の
目
的
が
示
さ
れ

た
。
多
く
の
教
科
領
域
で
進
め
て
い

る
が
、
断
片
的
な
学
習
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
で
、
目
的
を
意
識
し
た
学

習
に
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
学
習
に
お
い
て
、
家
族
と
共
に
家

庭
生
活
を
工
夫
し
、
創
造
す
る
能
力

を
育
成
し
て
、
よ
り
広
い
選
択
肢
か

ら
、
将
来
の
家
庭
を
想
像
で
き
る
子

ど
も
た
ち
に
し
た
い
。

　
産
後
支
援
は
重
要
施
策
と
し
て
、

産
婦
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
総
合
支
援
体
制
を
図

り
、
今
後
は
、
産
後
の
身
体
的
回
復

と
不
安
要
素
の
解
消
を
最
優
先
と
捉

え
、
日
帰
り
や
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事

業
の
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

問　
産
婦
・
産
後
健
診
に
つ
い
て
は
、

「
生
み
や
す
い
ま
ち
・
育
て
や
す
い

ま
ち
を
目
指
す
」と
い
う
意
味
か
ら
、

し
っ
か
り
予
算
組
み
を
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。

答
【
町
長
】

　
来
年
度
の
予
算
組
み
で
、
ご
意
見

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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問　
令
和
３
年
９
月
議
会
で
は
、
町
長

は
予
算
審
議
に
お
い
て
詳
細
な
説
明

を
行
う
と
答
弁
し
た
が
、
そ
の
約
束

を
反
故
に
さ
れ
た
の
で
再
度
問
う
。

　
旧
上
津
江
村
の
町
有
林
に
つ
い
て

鑑
定
業
務
が
終
了
し
て
い
る
の
で
鑑

定
結
果
を
尋
ね
る
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
総
合
的
に
鑑
定
さ
れ
て
い
る
が
、

著
作
物
性
が
あ
り
、
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
事
業
活
動
を
害
す
る
部
分
に

つ
い
て
は
公
表
し
て
い
な
い
。
鑑
定

金
額
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
公

正
か
つ
適
正
な
遂
行
に
著
し
い
支
障

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
答
弁
を

控
え
る
。

問　
過
去
の
町
有
地
、
事
業
用
地
売
却

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
同
様
に
公
表

し
な
か
っ
た
の
か
。

答
【
町
長
】

　
相
手
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
今

ま
で
は
公
表
し
て
い
た
が
、
今
回
は

相
手
方
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

公
表
す
る
と
い
う
段
階
で
は
な
い
の

で
執
行
権
の
範
囲
内
で
公
表
し
な

い
。

問　
買
い
手
が
い
る
、
い
な
い
の
話
で

は
な
い
。
公
募
を
行
う
の
で
買
い
手

が
ど
れ
だ
け
い
る
か
い
な
い
か
は
行

わ
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
を

特
定
の
と
こ
ろ
に
売
却
す
る
よ
う
な

こ
と
を
行
政
が
行
っ
て
い
い
も
の
な

の
か
。

答
【
町
長
】

　
今
、
途
中
の
段
階
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
し
か
る
べ
き
と
き
に
、
議

会
に
説
明
を
行
い
た
い
と
思
う
。

問　
鑑
定
業
務
の
契
約
期
間
を
１
ヵ
月

延
長
し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。
ま
た
鑑

定
評
価
を
行
う
の
に
、
山
林
に
何
日

間
要
し
、
さ
ら
に
何
を
調
査
し
た
の

か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
当
初
の
契
約
期
間
は
、
令
和
３
年

11
月
25
日
か
ら
令
和
４
年
２
月
25
日

ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
、
令
和
４
年

３
月
22
日
ま
で
延
長
し
て
い
る
。

　
一
度
雨
が
降
れ
ば
乾
き
に
く
く
滑

り
や
す
い
場
所
が
あ
り
、
ま
た
、
雑

木
が
繁
茂
し
て
お
り
、
草
刈
り
作
業

等
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
調
査
に
時

間
が
か
か
っ
た
。

　
実
地
調
査
は
約
２
ヵ
月
に
わ
た
り

行
い
、
樹
種
、
本
数
、
胸
高
直
径
を

測
定
し
、
密
度
や
地
理
条
件
な
ど
を

調
査
し
て
い
る
。

問　
担
当
課
長
は
鑑
定
を
行
う
前
に
、

売
却
価
格
は
購
入
価
格
を
下
回
る
と

発
言
し
て
い
る
が
、
鑑
定
も
と
っ
て

い
な
い
の
に
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
無
責

任
な
発
言
を
し
た
の
か
尋
ね
る
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
購
入
時
の
平
成
14
年
よ
り
も
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
価
格
が
下
落
し
て
い

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
鑑
定
評
価
額

は
購
入
価
格
に
は
及
ば
な
い
可
能
性

が
あ
る
旨
を
、
職
員
レ
ベ
ル
で
の
算

定
と
付
し
た
上
で
発
言
し
た
。

旧上津江村町有林の鑑定結果は
町長「�購入相手が見えないので、�

� 町長裁量で公表しない」

横山 和輝

大分県日田市
（旧上津江村）町有林
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地
域
と
継
続
的
に
多
様
な
関
わ
り

を
持
つ
関
※

係
人
口
の
創
出
は
、
人
口

減
少
時
代
の
地
域
再
生
と
し
て
政
府

も
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
の
価

値
観
が
多
様
化
し
、
企
業
の
副
業
解

禁
が
進
み
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
活
か

し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
人
が
増
え

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
移
住
や
転
職
を
せ
ず
に
で
き
る
副

業
や
プ
チ
開
業
に
篠
栗
を
選
ん
で
も

ら
え
れ
ば
、
新
し
い
産
業
や
雇
用
を

生
み
、
町
の
魅
力
が
向
上
し
、
継
続

的
な
に
ぎ
わ
い
が
期
待
で
き
る
。
個

人
の
働
き
方
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
町
で

支
援
す
る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
も
大
き

い
と
思
い
、
次
の
質
問
を
す
る
。

問　
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た

働
き
方
の
選
択
肢
を
町
で
提
供
し
、

支
援
す
る
取
り
組
み
は
。

答
【
町
長
】

　
関
係
と
い
う
意
味
は
、
単
な
る
地

域
と
の
関
係
の
深
さ
よ
り
も
、
地
域

へ
の
情
熱
や
思
い
、
愛
着
を
示
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
関
係
人
口

と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
人

は
、
地
域
に
お
い
て
経
済
を
生
み
出

す
側
に
も
な
る
。地
域
に
根
付
く
人
、

地
域
の
生
産
力
と
な
り
う
る
関
係
人

口
の
創
出
は
、
大
変
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問　
関
係
人
口
創
出
へ
の
取
り
組
み
と

創
業
支
援
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
篠
栗
西
地
区
沿
道
サ
ー
ビ
ス
誘
致

促
進
、
中
山
間
地
域
へ
の
企
業
誘

致
、
起
業
者
へ
の
支
援
を
提
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

の
活
用
、
観
光
協
会
と
連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
実
施
、
篠
栗
北
地
区
産
業
団

地
で
の
人
の
に
ぎ
わ
い
の
創
造
等
、

関係人口創出で
町に継続的な“にぎわい”を
まちづくり課長
「�それを踏まえ第７次篠栗町総合計画作成を行う」

品川 静

人
を
呼
び
込
む
施
策
提
示
を
し
て
い

る
。

問　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
の
提
供
が
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
山
間
部
、
北
地
区
産
業
団
地

な
ど
も
試
験
的
店
舗
の
場
と
し
て
可

能
に
な
る
が
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
現
在
、
提
供
は
な
い
が
、
今
後
は
、

町
外
か
ら
の
交
流
人
口
増
加
な
ど
の

施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
起
業
を
検
討
し
て
い
る
方
へ
の
継

続
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
支
援
組

織
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
現
在
の
施
策
で
は
、
起
業
者
へ
の

支
援
と
起
業
後
の
活
動
紹
介
等
で
あ

る
。

　
今
回
の
質
問
を
通
し
て
、
人
の
育

成
・
場
の
提
供
・
仕
組
み
の
創
出
、

こ
の
３
点
の
つ
な
が
り
が
関
係
人
口

の
拡
大
と
し
て
の
方
向
性
を
感
じ

る
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
「
第
７
次
篠
栗
町

総
合
計
画
」
の
作
成
に
あ
た
る
。

※
関
係
人
口

　
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で
も

な
く
、
観
光
に
来
た
「
交
流
人
口
」

で
も
な
い
、
地
域
と
多
様
に
関
わ

る
人
々
を
指
す
言
葉
で
、
地
域
外

の
人
材
が
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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言
う
は
易
し
行
う
は
難
し

　
少
子
化
が
問
題
で
あ
る
。
そ
う
言

わ
れ
て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
年
月

が
経
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
２
０
０
０
年
に
は
１
１
９
万
人

で
あ
っ
た
出
生
数
は
、
も
う
ま
も
な

く
80
万
人
を
切
り
そ
う
で
あ
る
。
予

想
で
は
２
０
３
３
年
と
な
っ
て
い

た
は
ず
な
の
に
だ
。

　
不
安
は
募
る
一
方
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
、
問
題
は

起
こ
っ
て
き
た
。
そ
の
度
に
力
を
、

知
恵
を
、
合
わ
せ
乗
り
越
え
て
き

た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
さ
え
な
ん
と
か

し
て
い
る
。

　
越
え
る
べ
き
時
代
に
生
き
て
い

る
と
覚
悟
を
決
め
、
こ
の
先
を
歩
ん

で
い
き
た
い
。

 

藤
木
　
高
裕

旬
し
ゅ
ん

花か

衆
し
ゅ
う

灯と

う

篠栗町子ども会ジュニア・リーダー会

子ども会の中心的役割を担うリーダーとして活躍しています。

集え!! 若きまちのリーダーたち。

12
月
議
会
は

12
／
５
月	

開
会

12
／
７
水	

一
般
質
問

の
予
定
で
す

久しぶりに野外研修会を行いました。

野外研修は、川遊びやスイカ割りなどの楽しみも

シャッフルボードの審判を
するための研修も行いました。

ジュニアリーダー会員募集
一緒に活動してくれる仲間を募集
しています。

【問い合わせ先】
クリエイト篠栗（社会教育課）
TEL 948-2222

輝く まちの宝


